「秋の会員交流会　IN ZOOM」（2021.10.17）
コロナ禍の状況でなかなかリアルでのイベント開催が難しい状況が続いていますが、2021年10月21日に計１１名の会員が参加のもと、ZOOMによるオンラインで会員交流会を開催しました。

お互いのコロナ禍の状況をざっくばらんにシェアし合い、少しでも息抜きになればとの思いで開催しましたが、参加者の皆さんからは、余暇の過ごし方に対して親としてどのようにかかわっていけば良いのかといった悩みであったり、卒後の進路、就労定着に向けた親のかかわりをどうしていけば良いのかといった悩みであったりなど近況のシェアがあり、それぞれの思い・考え・感想などを語り合いました。
いずれのテーマにおいても、親としての悩みでありながら本人の思いがどこにあるのかをできるだけ探りながらできることを考え対処していこうといった思いは共通であったように思います。
現在（21年10月時点）、コロナ感染状況は落ち着きを見せていますが、第6波も懸念される中、今後の状況も見極めつつ、リアル・オンライン両面でのイベント開催を引き続き模索してまいりたいと思います。
＜参加者からの感想＞
・本人が真に幸せであるために親として何をすべきなのかを考える、改めての貴重な機会になりました。ありがとうございました。
・途中参加もOKとのお言葉に甘え、申し込みをしていないにも関わらず時間ができたので、途中から突然参加させて頂きました。久しぶりに皆さんの笑顔を拝見し、温かい言葉をかけて頂き、優しい気持ちになれました。このようなズーム開催の良さを忙しいお父さん
お母さん達にもっと届けたいと思いました。ありがとうございました。

・今日は楽しい時間をありがとうございました。またリアルでお会いしたいですね！
・いつもお世話になり、ありがとうございます❗
初めてのズームでの参加でした。家にいながら、皆さんとお話できるのは、有難いな、と思いました。これから作業所を決める方も、大変ですが、やはり自閉症という障害は、大人になっても、いろいろ支援のいる、難しい障害だと思いました。日々、関係の皆さまに助けていただき　何とか家族で地域生活を送っていることを実感しました。皆さんとお話できて、ほっこりしました。また、参加させてください。よろしくお願いします。

・余暇の過ごし方をテーマとして取り上げても、いろんなお話しがあったと思います。障害の程度によって対応は違うが、親は我が子の為に前向きに取り組んでいて、交流会の場で互いに励まし合えることが出来て良かったのではと思いました。次の交流会をまた楽しみにします。
・本日は有意義な時間をありがとうございました。　普段、困ったり悩んだりしていることが、このような交流会に参加すると　全く同じ様子を抱えている人が沢山おられることを知ることが多くあります。だから、安心したり安堵する訳ではありませんが、　前向きな気持ちになれることは間違いありません。　また参加させていただきます。
・自閉症という障害は、さまざまな困難を抱えていることを今更ながらつくづく感じました。工夫をして子育てをされている皆さんに頭が下がります。親御さんが少しでも楽しく子育てが出来るように交流会はZoomが話をゆっくり聞けて便利かもと思いました。

・会員交流会に参加させて頂き、今回は特に余暇の過ごしについて、色々なお話を聞かせて頂きました。有難うございました。

他に、作業所を選ぶところの難しさや、働きだしても色々な思いを抱えながら、皆さんが過ごされている事など、話を伺う事ができ有り難い時間でした。また、今後の行事等、なるべく参加させて頂きたいと思いますので、宜しくお願い致します。

